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学 校 教 育 目 標    豊かな心を持ち たくましく生きる児童の育成 

校訓（めざす児童像）    強い子  よい子  鶉の子 

学校便り 

 

            

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校はスクールプランにも「体験活動の推進」を重点目標に挙げていますように、自分の目で見たり、聞

いたり、触れたりする体験が、自分の考えを持ち、意欲的に学習するために重要であると考えています。６

月から７月に掛けても、多くの学年が様々な校外学習で実体験を伴う学習に取り組みました。 

①２年生・６年生 

 ６月２０日（金）に、福井市園芸センターに行きました。２年生は、

園芸センターから講師の先生に来ていただき、生活科で野菜作りに取

り組んでいますが、実際に園芸センターはどんなところなのか、どん

な野菜などを作っているのかを見学に行きました。６年生は、現在Ｃ

Ｍ作りに取り組んでいるため、取材活動の一環として伺いました。実

際に「越のルビー」や最近売り出し中の「金福すいか、銀福すいか」を収穫し、袋詰め作業なども体験しま

した。最後に金福すいかと銀福すいかの試食までさせていただき、大満足の様子でした。 

We are 鶉っ子!
福井市鶉小学校 

令和７年７月１６日 

第５号 文責：校長 

実際に体験する学びを大切にしています   

「夏休みはいらないのではないか」という考え方があるそうです。他県では、１日の授業時間を少なく

してして、その分夏休みを10日間程度にしているような例もあります。逆に近年の異常なまでの高温傾

向から、熱中症予防のために９月中旬まで夏休みを延ばすべきなのではという声もあるそうです。みな

さんのお考えはいかがでしょうか。「夏休み」も今までのイメージとは変わっていくのかも知れません。 

今の子どもにとっての夏休みを考えた場合、家での時間をどう過ごすのか、何をするのか、何ができる

のかを考える必要があります。かつてのように「大量の宿題に追われる夏休み」はありません。保護者の

方のご意見を聞いても、自分を振り返り自発的な学習に取り組ませたい、計画的に自分で学習する力を

身につけさせたい、長期の休みしかできないことを経験させたい等、多種多様な考え方がある時代です。 

私は、全ての子どもたちが本来持っている「学びたい」意欲を削がない関わり方が大事だと思っていま

す。そのためには、お子様が小学生であっても（もっと言えば幼児であっても）、保護者が一方的に決め

てしまうことはＮＧだと考えます。子どもの意見や考えを踏まえて決めることで、自分で決定し（又は選

択し）実行できた経験を子どもたちに与えていただきたいと思っています。それが、将来に渡って学びが

継続できる最も重要な要素ではないでしょうか。 

３７日間の夏休みは、1年間の十分の一に当たります。お忙しいとは思いますが、 

今年の夏休みの過ごし方について、お子様と一緒に「作戦タイム」を練る時間を作っ 

ていただければ幸いです。今年度は学習端末のｉＰａｄを持ち帰る児童も多いので、 

活用のルールなども話し合って決めていただくことが、今後の正しい情報機器との 

向き合い方にもつながると考えています。ご協力をよろしくお願いします。 



６年生はグループが２つに分かれ、もう１つのグループは「ナック・ケイ・

エス」さんに見学に行きました。日本で最もカーブミラーを製造している企

業が地元にあるのだから見てみたいと言う声が上がり、見学が実現しました。

実際に様々な大きさや形のカーブミラーなどを見学した後に、その製造技術

や工程について教えていただきました。日本でシェア No.1である理由は、

やはり「技術」であることがわかりました。 

②４年生 

６月２７日（金）に、九頭竜浄水場、福井市クリーンセンター、子ども歴

史文化館に行きました。４年生の社会科で学習している浄水場やゴミ焼却場

について、実際に現場を見て、これらの施設は生活する上で欠かすことがで

きない施設であることを再認識していました。子ども歴史文化館では、科学

工作や、館内見学を通して、笠原白翁や松旭斎天一などの先人の偉業に触れることができました。 

③３年生 

７月２日（水）に、路線バスを利用して福井駅周辺へ出かけました。福

井駅で新幹線やえちぜん鉄道のホームを見たあと、ハピリン内にあるセー

レンプラネットで、鶉小から見える景色を含めた星空を見ました。市役所

では、市の仕事についてお話を聞きました。中央公園にできた屋根付きの

エリアでお弁当を食べ、御廊下橋を通って県庁を眺めながら、再び路線バ

スで鶉まで戻ってきました。暑い日でしたが、福井の中心部ならではの体験は貴重なものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

  学校閉庁期間（８/９～8/１７）における万一の事故報告、その他緊急の連絡が必要な場合は、下記アドレスにメールでご

連絡ください。必要に応じて学校から折り返し連絡させていただきます。（即日の対応はできない場合もあります） 

 

  緊急対応メールアドレス（８/９～8/１７） ＜h-tak167@fukui-city.ed.jp＞ 

HP： https://www.fukui-city.ed.jp/uzura-e/index.html#hpb-container 

出前授業も充実しています！ 

主に高学年が中心ですが、外部から講師を招いて行う出前授

業も数多く取り組みました。 

・海や川の生き物のふしぎ発見（4年生） 

・認知症サポーター養成講座（4年生） 

・主権者教育（６年生） 

・言葉の力（4年生） 

・ひまわり教室（５・６年生） 

・薬物乱用防止教室（６年） 

・弁護士によるいじめ防止教室（６年生） など 

NIE掲示コーナー 

学校運営支援員さんが 

素敵な掲示コーナー

を作ってくださって 

います。新聞に関心

がある児童が増えて

きました。 

救命救急講習会を行いました 

職員の研修として行いました。万

一に備えて、胸骨圧迫とAEDの使

い方を習い、実際にダミー人形を

使ってやってみました。 

mailto:h-tak167@fukui-city.ed.jp
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